
令和５年度実施状況調査報告書（スポーツ振興くじ助成） 

■調査概要

助成団体 NPO法人川尻スポーツクラブ 

事業細目名① 総合型地域スポーツクラブ活動基盤強化事業 

助成金額① 923,000円 

事業細目名② 総合型地域スポーツクラブマネジャー設置事業 

助成金額② 1,239,000円 

■調査内容

令和 5 年度総合型地域スポーツクラブ活動助成で、活動基盤強化事業・クラブマネジャー設置

事業を行っている NPO法人川尻スポーツクラブの調査を実施しました。 

川尻スポーツクラブは、地域住民に日常的に様々なスポーツを行う機会を与える環境づくりす

ることを目標に、平成 16年に総合型スポーツクラブとして設立されました。 

現在の会員数は 201名で、小学生が半数以上を占めています。活動種目としては、バドミント

ン、サッカー、野球、バレーボール、卓球、ヨガ、モルックなど 11 種目のスポーツ教室を展開

しています。

今回調査を実施したジュニアバドミントンは、試合出場を目指す小学生の選手を中心とした競

技志向の高い教室です。月に 2 回、2 時間練習をしており、この日は 20 名の選手が３コートに

分かれて練習をしていました。 

現在のクラブの課題としては、20歳から 60歳までの会員数が少ないことが挙げられます。ク

ラブの課題解決のために、地域のニーズに合った新たな教室を行い、幅広い年代が参加できる地

域に根差したクラブを目指しています。

くじ助成を受けたことにより、クラブマネジャーの従来の賃金分をクラブの活動費にあてるこ

とができるようになりました。 

今後も誰でもが気軽にスポーツに参加できる機会の仕組みづくりを行政や地元企業と連携して

行い、地域においてなくてはならない総合型地域スポーツクラブとしてより発展されることを期

待しています。 

（令和 5年 10月 19日 往訪により実施） 

（写真）ジュニアバトミントン教室の様子 




